
DMPO能登半島地震支援活動報告書
活動名
能登半島地震災害における炊き出しを 中心とした避難者支援活動 

（この活動は主に『赤い羽根　災害ボランティア・NPO活動基金』の助成金と企
業協賛及び支援金によるご寄付の元に行った。）

活動地域
石川県
活動の概要
1)発災直後の1月
①広域支援物資供給のための拠点整備
②避難所での環境整備(窓の修復やド アの設置修復、水の確保、井戸整備な ど) 


③避難所で被災者が運営する炊き出しのお手伝い
④簡易お風呂作成設置(薪風呂) 


⑤支援物資配送と自主避難所を訪問し ニーズの把握など

2)2月中旬から3月中旬まで
①水道がまだ復旧していない地域を中心に炊き出し支援
②自主避難所への支援物資へ供給
③自主避難所又は集会所において、コーヒーやお茶お菓子の提供
④マッサージなどの提供など

 3)3月中旬から末日まで
①上記の活動を継続しながら、地域発 支援グループへの支援
②地元の皆さんと課題と これからの「能登」を考える定期なミ ーティング
③被災地でのニーズのヒアリング、支援内容の調整など

活動期間
2024年1月9日～2024年3月31日
活動日数
30日間
支援対象者　延べ人数
1100名
参加ボランティア　実人数
50名
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活動の成果
高齢化率50%を超える地域での災害 を目の当たりにし、自分の住む地域を 能登に
重ね 「いかに災害関連死を防ぐ事ができるのか?」という事を思いながら、水道
が未だ復旧をしていない地域を中心に伺わせて頂いた。
　小さな支援活動であったかもしれないが、それでも被災された地域の方々、被
災者支援活動をされている各種団体の方々と 良い関係性を今回の活動を通じて築
く事ができたのが大きな成果となった。
 発災直後は、支援物資供給拠点とボランティアの拠点整備、各種避難所の環境整
備、水の供給、被災者が運営する炊き出しを支援する活動を主に行ってきた。
　2月中旬からの２回目の活動は「炊き出し」の支援活動を中心に、自主避難所
や集会所においてコーヒーやお茶、お菓子の提供、マッサージの提供などをさせ
て頂いた。
3月初旬には、沖縄の企業から「沖縄そば（350食分）」や沖縄のお菓子の支援協賛
をいただき、能登では珍しい食べ物だったこともあり、提供ボランティアと支援
者との間で会話が弾んだ。また、「コーヒーやお 茶、お菓子の提供」の場が、仮
設住宅 への入居、2次避難などで、会えなくなっていた住民の方々の近況報告
や、 安否確認の場となっていたのが印象に 残っている。
　日常が戻ったような安堵 した住民の皆様の笑顔を垣間見る事が でき、この笑
顔が少しでも被災者の方の「心の復旧」につながってくれたらと思う。 
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活動を通して見えてきた課題と今後の取組
被災地の現状が時間と共に報道される ことも減少し、復旧ボランティアが思った
よりも増えていない現状が続いている。
　また、災害をきっかけに急激に 過疎化が進んでいるように見受けられ る。災
害が起きる前のコミュ二ティの 状態を保っている地域もあれば、廃業、転居や避
難、仮設住宅などの入居などでこれまでの地域の繋がりが保つ事ができない地域
もあり、コミュニテ イが壊れていくことで、高齢者の方 や、障害者の方の支援が
今までのよう に立ち行かなくなると感じている。
　声なきニーズをどう可視化言語化し支援 を行っていくのか?また、どのような 

形で「能登」に寄り添った支援ができ るのか?ということを今回の支援活動で繋
がりを持つ事ができた住民の方々と定期的にミーテイングを重ね、課題を掘り下
げるという話し合いを続けて いる。
これまで行ってきた支援内容を 引き続き継続しながら、住民の皆さんとこれから
も連携をし活動を行う予定 。
　また当団体の拠点である沖縄でも、台湾地震による津波警報発令時の避難周知
や避難誘導、住民の避難方法など課題が浮き彫りになった。日本全土で災害の危
機が高まっている中、様々なイベントやセミナー、研修などで、能登での活動を
通じて学び、感じ、目にした事をしっかりと伝えていく。
　能登半島地震復興支援は様々な形で行っていく予定だが、「能登の経験」を伝
える取り組みを継続していきたい。 
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ご寄付いただいた皆様へ
物資提供などで協賛いただいた企業様、支援金としてご寄付いただいた皆様、ご
支援を頂きありがとうございます。
 能登滞在中にも地震を体感する中での活動となりました。 被災された多くの皆
さまに精神的、経済的、体力的にも未だ多くの負担が重くのしかかっている現状
が未だ続いています。今後も被災地域で活動をされている地元の皆さまと寄り添
いながら、寄付をして下さった方々の期待にお応えできるよう、今後とも活動し
てまいりたいと思っております。 

 

【協賛いただきました企業様】（順不同）
やっぱりグループ様（スープ）
亀浜そば様（麺）
上原ミート様（三枚肉）
マーミヤかまぼこ様（かまぼこ）
波照間製糖株式会社様（黒糖）
株式会社オキネシア様（黒糖菓子）
雪彩様　（フェイスパック）
など

収支報告書
概要 　　収入　　支出　　残高
寄付金　3月末 113327
寄付金　4/26 37909
沖映通りフリーマーケット 10000
つながるマルシェ 10000
寄付金　小計 171236 171236
自己資金 7494 7494
助成金（予定） 500000 500000
収入合計 678730

交通費 123646
物品資材消耗品費 33041
仕入れ高 17532
旅費 230879
賃借料 106100
外注費 150000
支出合計 678730 0
※外注費:被災地現地調整、支援報告取りまとめ
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活動写真

▼ドアの修復作業や簡易お風呂設置作業

▼支援拠点にてミーティング ▼避難所にてコーヒーやマッサージ・歌の提供

▼避難所で炊き出し

ç

▼マッサージ＆おしゃべり ▼ペット専用避難所にて
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